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はじめに

『もし、看護の声が一般社会に認められ可視性が高まって、ヘルスケアにおける看護の規
模や重要性を実物大で反映するようになったら、どのような状況が生じるかを想像してみよ
う』

可視性とは
「その真の仕事内容が広く知られ理解されること」

なぜナースが声をあげる＝発言する力
が必要なのでしょうか？

バーニス・ブレッシュ　スザンヌ・ゴードン『沈黙から発言へ　ナースが知っていること、
公衆に伝えるべきこと』
日本看護協会、2004、P12



みなさん「看護の日」を知っていますか？

「看護の日」とは？

21世紀の高齢社会を支えていくために、看護の心、ケアの心、助け合いの心を、市民の一人一人が分かち合

うことが必要。こうした心を、老若男女を問わずだれもが育むきっかけとなるよう、旧厚生省により、「看護の

日」が1990年に制定された。

市民・有識者による「看護の日の制定を願う会」の運動が、きっかけ

なぜ５月１２日？

近代看護を築いたフローレンス・ナイチンゲールの誕生日に

ちなみ5月12日に制定された

1965年から、国際看護師協会(本部:ジュネーブ)は、この日を

「国際看護師の日」（International　Nurses　Day；IND）に

定めている

https://www.nurse.or.jp/aim/simin/（2024/6/24閲覧）



「看護の日」ANA（アメリカ看護協会）　Nurses　Week

https://www.nursingworld.org/ana-enterprise/nurses-week/#:~:text=National%20Nurses%20Week%20May%206-12%2C%202024%20%7C%20ANA(2024/6/24閲覧）



「看護の日」ANA（アメリカ看護協会）　Nurses　Week

https://www.nursingworld.org/ana-enterprise/nurses-week/#:~:text=National%20Nurses%20Week%20May%206-12%2C%202024%20%7C%20ANA(2024/6/24閲覧）

ナースの重要な働きを称え寄付する
ことで感謝を伝えよう。
あなたの寄付はナースのメンタルヘ
ルスサポートや新しいケアの開発、
健康の公平性を主導するなどの仕
事をサポートします。
さぁ、寄付しよう。



「看護の日」ANA（アメリカ看護協会）　Nurses　Week

ANA ENTERPRISE NURSEWEEK2024　https://www.nursingworld.org/news/news-releases/2024/nurses-week-
2024/（2024/6/24）



「看護の日」日本看護協会（JNA）看護週間

https://www.nurse.or.jp/aim/simin/（2024/6/24）

日本看護協会とは・・・看護職の資格を持つ個人が自主的に加入して運営する、日本最大の看護職能団体



「看護の日」JNA（日本看護協会）　看護週間

「忘れられない看護エピソード」
今年度は「いのちをまもり、支えるプロフェッショナル」と題し、現場で働く看
護職から日々の実践から、次世代を担う若い方々に伝えるエピソードを募
集、最優秀賞はアニメーションとしてYouTubeにアップされている

2024年度最優秀賞は「12年の時を経た約束」

５分程度の動画　URL：https://youtu.be/CWBFD7noQ64

https://www.nurse.or.jp/aim/simin/zenkoku/index.html（2024/6/24）



「看護の日」JNA（日本看護協会）　看護週間

都道府県別の取り組み
みんなで話そうー看護の出前授業
現場で働く保健師・助産師・看護師が行使となって中学校や高校等を訪問、看護の仕事の魅力や看護職になるための
進路相談、いのちの大切さや性教育など、講義や体験、グループワークを盛り込みながら多彩な授業を展開

ふれあい看護体験
医療や介護、福祉施設などの協力の下、地域住民に看護職やその仕事について理解を深めてもらうイベント看護職を
目指す中学生・高校生をはじめ、様々な世代の人たちに看護の魅力を伝えている

https://kango-renmei.gr.jp/news/50581（2024/6/24）

看護の日事業をPRするラッピングバス
このラッピングバスは、2021年から4年かけて
全国を巡っており、今年度が４年目



日本看護連盟

昭和２年に発足した日本看護協会が母体、

政治的な手段によってしか解決できない看護職の問題があり、その解決のため、

看護職の代表を国政へ送り看護協会の目指す政策や意見を反映、解決していくために設立された。

法律の制定や改正・労働条件・看護教育の改善などに貢献。）

公益社団法人は特定の政党

や選挙運動ができない

ホームページ上のSNS

・LINE公式アカウント「アンフィニ」
・facebook
・youtube　看護連盟チャンネル

https://kango-renmei.gr.jp/



「看護の日」における組織の発言力

日本とアメリカにおける看護職組織の「看護の日」の在りようを比較

ANA：看護職の主体性　自ら社会を変革させる意気込み　ポジティブなイメージ

JAN：アニメキャラクター　「さぁ　～いこう、しよう」　日本人の美徳

「看護の日」はその理由からもわかるように、

一般市民や公衆に向けて、看護の役割や社会の中での重要性などを、広く認知してもらう特別な日

現場で働くナースたちはその意味を理解し、そのために「自分たちも発言すべき」と思えるか？

『看護教育施設、看護組織は一様に「もっとナースと看護に関する社会の認識が必要」と言う半面。個々の

ナースはそうした認識を得るのに必要な行動を取ることを非常に嫌う傾向があるように感じる』

バーニス・ブレッシュ　スザンヌ・ゴードン『沈黙から発言へ　ナースが知っていること、公衆に伝えるべきこと』日本看
護協会、2004、P5



続き「看護の日」ANA（アメリカ看護協会）　Nurses　Week

https://www.nursingworld.org/ana-enterprise/nurses-week/#:~:text=National%20Nurses%20Week%20May%206-12%2C%202024%20%7C%20ANA(2024/6/24閲覧）

NURSES　WEEｋツールキット
ナースウィークを有意義に祝うリソースとア
クティビティが満載、もちろん無料
・ソーシャルメディアセット
・印刷可能なポスター、サンキューカード、感
謝状



組織がナースひとりひとりの発言力を後押し

RESOURCE　TOOLKIT　4つのトピックスで構成

RECOGNIZING NURSES
ナースのwell‐beingを促進するリソースの紹介、専門性の開発への学習プログラムの紹介、地域との関わりの中で看

護職の価値を促進

POWER OF SOCIAL MEDIA
・ソーシャルメディアを使用することを力強く後押し

「ソーシャルメディアは、看護職であるあなたの活動をすべてを向上させる力を与えてくれます。

　あなたには影響力があります。」

・看護師の価値観をいかにアピールするか、そのためのアイディアを提案

ハッシュタグ #ANANursesWeek と #NursesMakeTheDifference 

・コンテンツを投稿する際には、ANA の「ソーシャルネットワーキングと看護師のための原則」に従うこと

NURSES MONTH 2024 RESOURCE　TOOLKIT　AMERICAN NURSES　ASSOCIATION
https://media.nursingworld.org/share/B1A30B91-4278-4908-A8496E35EC059EA8/?mediaId=1403B658-D7BC-4EAA-9C875452A6
7BE932



RESOURCE　TOOLKIT
WORKING WITH THE MEDIA
地元のメディアと協力することで全国的な健康危機の際にナースの仕事に対する理解と認識を高めることができる。メディ

アにナースの英雄的な活躍や所属する組織が取り組んでいるニュースを売り込む具体的な方法が記載。

GETTING A PROCLAMATION RESOURCES
看護や医療の問題を解決すべき条例や法律を決議するため、市や州のリーダーの支持を獲得するためのヒント。市長や

州知事からNursesWeek中のナースへの感謝を宣言してもらう手順など

続き　組織がナースひとりひとりの発言力を後押し

NURSES MONTH 2024 RESOURCE　TOOLKIT　AMERICAN NURSES　ASSOCIATION　
https://media.nursingworld.org/share/B1A30B91-4278-4908-A8496E35EC059EA8/?mediaId=1403B658-D
7BC-4EAA-9C875452A67BE932



続き　RESOURCE　TOOLKIT

NURSES MONTH 2024 RESOURCE　TOOLKIT　AMERICAN NURSES　ASSOCIATION　
https://media.nursingworld.org/share/B1A30B91-4278-4908-A8496E35EC059EA8/?mediaId=1403B658-D
7BC-4EAA-9C875452A67BE932

感謝状

バス停などでみかける広
告用のディスプレイ



もっとソーシャルメディアを活用し発言しよう

これはアメリカのナースの話ではなくわたしたちの話

日本のナースたちも、「看護が変革を生み出す！」と

胸を張って宣言できることをもっと

身近に感じるべきなのではないか？

感動的なエピソードもよいけれど、

看護の楽しさ、誇りをもって働くナースの姿を世界にアピールしませんか？

そのために、身近なツールであるSNSをもっと活用しよう　

「はじめの一歩」



さいごに　

日本には173万人の看護職がいる

この声の大きさは社会の中での看護職のイメージを変化させ、
「白衣の天使」ではなく「看護の専門職」であると声をあげることができる

プロフェッショナリズムとは・・・
臨床、研究・教育、政策・運動のバランス

実践を言語化しエビデンスを集め
社会への影響力をもつ

そんな専門職は、
患者に説得力をもってケアを提供できる
わたしたちは患者のよいパートナーになれるでしょう

厚生労働省「看護師等の確保を巡る状況」https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/001118192.pdf



ご清聴ありがとうございました
ナースの真の力はここから発揮されます！


